
市の概要
がいよう

 
 

【2010年9月2日更新】 

 

 安曇野市は、平成17年（2005年）10月1日に、豊科町・穂高町・三郷村・堀金村・明科町の５町村が合併
がっぺい

して誕生しました。長野県のほぼ中央部に位置し、松本から電車で約10分から30分のところにあります。

市内を通る鉄道は大糸
おおいと

線
せん

と篠
しの

ノ
の

井
い

線
せん

があり、大糸線には梓川
あづさがわ

、一日
ひ と

市場
いちば

、中萱
なかがや

、南豊科
みなみとよしな

、豊科
とよしな

、柏
はく

矢
や

町
ちょう

、穂高
ほたか

、有明
ありあけ

、安曇
あづみ

追分
おいわけ

の各駅が、また篠ノ井線には田沢
たざわ

、明科
あかしな

駅が市内にあり、通勤・通学の貴重
きちょう

な足となっています。 最近ウォーキングコースとして、明科地域の旧国鉄
きゅうこくてつ

篠
しの

ノ
の

井
い

線
せん

・廃線敶
はいせんじき

コースが

注目を集めています。 

 北は大町市、松川村、池田町、生坂村、筑北村、南は松本市に隣接
りんせつ

しています。西部は雄大
ゆうだい

な北アルプ

ス連峰
れんぽう

がそびえ立つ中部
ちゅうぶ

山岳
さんがく

国立公園の山岳地帯であり、燕
つばくろ

岳
だけ

、大天井
おてんしょう

岳
だけ

、常
じょう

念
ねん

岳
だけ

などの海抜
かいばつ

3,000

メートル級の象 徴 的
しょうちょうてき

な山々があります。北アルプスを源とする中房
なかぶさ

川
がわ

、烏
からす

川
がわ

、梓川
あずさがわ

、高瀬川
たかせがわ

などが

犀川
さいがわ

に合流する東部は、「安曇野」と呼ばれる海抜
かいばつ

500 から 700 メートルの概
おおむ

ね平坦
へいたん

な複合扇状地（ふ

くごうせんじょうち）となっています。 

 

人口・世帯数 

 

【人口】99,190人（男48,116人/女51,074人） 【世帯数】36,774世帯 

※平成22年4月1日現在・市民課 

面積 331.82平方キロメートル 

標高 550メートル【安曇野市役所（本庁舎）の標高
ひょうこう

】 

市内学校数 小学校10校  中学校7校  高等学校4校 

市内公民館・図書館 
公民館：豊科、穂高（中央）、三郷、堀金、明科 

図書館：豊科（豊科交流学習センター「きぼう」内（H23.2月オープン）） 



穂高（穂高交流学習センター「みらい」内（H21.9月オープン）） 

三郷（三郷公民館内） 

堀金（堀金公民館内） 

明科（明科子どもと大人の交流学習施設「ひまわり」内） 

 

○ 安曇野市の花 

「わさび」 

アブラナ科。日本原産
げんさん

の多年
たねん

草
そう

で、春に白色
はくしょく

四弁
しべん

の小さな花を咲かせます。 

【選考
せんこう

の理由】 

 日本一の生産量を誇
ほこ

り、特産品である「わさび」。清涼
せいりょう

な水に育まれ身を寄せ合って咲く白い花は、

安曇野市の美しい自然のもとで人々が支えあっていく象 徴
しょうちょう

としてふさわしい花である、として市の花

に選ばれました。 

 

○ 安曇野市の木  

「けやき」 

ニレ科の落葉
らくよう

高木
こうぼく

。山地に多く自生
じせい

しています。 

【選考の理由】 

 けやきは、安曇野では屋敶
やしき

林
りん

などに使われ市民にも親しまれています。大地にしっかり根を張
は

り、幹
みき

や枝が天に向かって堂々と伸びる姿から、安曇野市の発展
はってん

の象 徴
しょうちょう

としてふさわしい木である、とし

て市の木に選ばれました。 

 

○ 里山 

「長峰山
ながみねやま

」 

 安曇野市の東に位置し、犀川
さいがわ

、高瀬川
たかせがわ

、穂
ほ

高川
たかがわ

の三川
さんせん

合流を眼下
がんか

に見下せる山。安曇野の田園
でんえん

風景
ふうけい

と

北アルプスを一望
いちぼう

できる絶好
ぜっこう

のビューポイントとして親しまれており、頂 上
ちょうじょう

には展望
てんぼう

台
だい

と1971年（昭

和46年）に建てられた高さ10ｍの「歴史の塔
とう

」があります。 

昭和 45年 5月に作家の川端
かわばた

康
やす

成
なり

、井上
いのうえ

靖
やすし

、日本画家の東山
ひがしやま

魁
かい

夷
い

が訪れ、この地からの眺
なが

めを「残

したい静けさ、美しさ。」と絶賛
ぜっさん

しました。 

 

「光
ひかる

城山
じょうやま

」 

 光城山は、かつて海野
うんの

氏の一族である光氏が城を構
かま

えていた山です。狼煙
のろし

を使い連絡しあう役目があっ

たと思われ、山頂には火の守り神を祀
まつ

る「古峯
こみね

神社
じんじゃ

」があります。春には1500本のソメイヨシノが、遊歩
ゆうほ

道
どう

に沿って標高差
ひょうこうさ

400メートルの山の斜面
しゃめん

を駆
か

け上がります。 

また、白鳥の飛来
ひらい

を多くの方々に知っていただくため、飛来確認後12月上旬から2月下旬、中腹
ちゅうふく

に白

鳥の姿をイルミネーションで浮き上がらせています。 



○ 姉妹
しまい

・友好
ゆうこう

都市
と し

 

「武蔵野市
む さ し の し

」（東京都） 

 武蔵野市との交流は、旧豊科町において当時の武蔵野市関係者が豊科町出身という縁
えん

で始まり、昭和62

年11月３日に姉妹都市盟約
めいやく

を結びました。 

 平成 19 年２月５日には安曇野市として友好都市提携
ていけい

を結び直し、武蔵野桜まつり、青空市、市民交流

ツアーやスポーツ交流など民間レベルでも幅広い交流が行なわれています。 

 

「江戸川区
え ど が わ く

」（東京都） 

 江戸川区との交流は、旧穂高町が旧有明
ありあけ

小学校跡地
あとち

を江戸川区へ譲渡
じょうと

したことが縁で始まり、昭和 49

年２月15日に友好都市盟約
めいやく

を結びました。 

 平成19年８月４日、安曇野市として友好都市提携を結び直し、区民まつりへの参加やスポーツ交流、青

尐年交流等を通じて友好を深めています。 

 

「福岡市東区
ふくおかしひがしく

」（福岡県） 

 福岡市東区との交流は、旧穂高町において平成元年、古代「阿
あ

曇族
づみぞく

」をルーツとする縁で始まり、平成

６年11月３日、穂高町合併40周年を記念して友好交流推進協定を結びました。 

 平成３年からは青尐年の相互
そうご

訪問
ほうもん

事業を行なっており、安曇野市となってからも交流を継続
けいぞく

しています。 

 

「三郷市
み さ と し

」（埼玉県） 

 埼玉県三郷市との交流は、旧三郷村において「三郷」という同じ自治体名
じちたいめい

が縁
えん

で始まり、友好
ゆうこう

都市
と し

提携
ていけい

を結びました。 

 平成18年７月１日、安曇野市として友好都市提携を結び直し、住民ふれあい事業やスポーツ等を通じて

市民交流を行なっています。 

 

「三郷町
さんごうちょう

」（奈良県） 

 三郷町
さんごうちょう

との交流は、旧三郷村において「三郷」という同じ自治体名
じちたいめい

が縁
えん

で始まり、各種交流事業を実

施してきました。 

 平成18年７月１日、安曇野市として友好都市提携を結び直し、住民ふれあい事業やスポーツ等を通じて

市民交流を行なっています。 

 2010年5月12日、安曇野市と三郷市・三郷町で構成
こうせい

される、三郷・安曇野友好都市交流推進協
すいしんきょう

議会
ぎかい

が

当市において開催されました。 



「真鶴町
まなづるまち

」（神奈川県） 

 真鶴町との交流は、旧堀金村において住民同士の交流が縁で始まり、平成７年９月 15日堀金村合併 40

周年を記念して友好
ゆうこう

親善
しんぜん

提携
ていけい

を結びました。 

 平成18年９月30日、安曇野市として友好都市提携を結び直し、青尐年の相互
そうご

訪問
ほうもん

事業
じぎょう

等を通じて市民

交流を行なっています。 

 

「クラムザッハ」（オーストリア共和国チロル州） 

 クラムザッハとの交流は、旧豊科町があづみ野ガラス工房
こうぼう

を開設
かいせつ

した頃、クラムザッハにヨーロッパで

唯一
ゆいいつ

の国立ガラス専門学校があることを紹介され、このガラス専門学校を視察したことが縁で始まりまし

た。 

 その後、相互
そうご

の訪問団
ほうもんだん

が行き来する中、平成元年６月に双方
そうほう

の友好会で友好協定を結び、平成５年 11

月25日には自治体
じ ち た い

同士
どうし

で姉妹
しまい

都市
と し

提携
ていけい

を締結
ていけつ

しました。 

 平成19年11月４日、安曇野市として姉妹都市提携を結び直し、相互訪問など民間レベルでも幅広い交

流が行なわれています。 

 

「五三
ごさん

街道
かいどう

」（中華
ちゅうか

人民
じんみん

共和
きょうわ

国
こく

 遼
りょう

寧省
ねいしょう

） 

 五三街道との交流は、旧三郷村において海外自治体と交流しようとの気運
きうん

が高まったことから始まりま

した。 

 これに先立ち、三郷中学校と遼
りょう

寧省
ねいしょう

海
かい

城
じょう

第二中学校が友好姉妹校提携を締結
ていけつ

していたことから、遼

寧省内の五三郷（ごさんごう・当時）を紹介され、「三郷」が縁で平成10年５月28日に友好村郷提携を結

び、安曇野市となってからも交流を継続しています。 

 

○人物 

（1）名誉
めいよ

市民 

「青木 祥二郎」（あおき しょうじろう） 

明科中
なか

川手
がわて

に生れ、本名は匡
ただし

と言いました。1928年（昭和3）、小学校を卒業と同時に郷里
きょうり

を出て、後

に 志
こころざし

を立て、能楽
のうがく

の道に入りました。内弟子
う ち で し

時代は、苦しく又厳
きび

しい修業
しゅぎょう

を積
つ

みました。1978年（昭

和53）5月28日に、重要
じゅうよう

無形
むけい

文化
ぶんか

財
ざい

保持者
ほ じ し ゃ

（総合指定）の指定を受けました。明科で行われている薪
たきぎ

能
のう

に出演し、地域の芸術文化の振興
しんこう

にも大きな功績
こうせき

を残しました。 

 

 

 



「熊井 啓」（くまい けい） 

豊科吉野
よしの

に生れ、幼尐
ようしょう

時代の 6年余を過しました。1949年（昭和 24）に信州大学文理
ぶんり

学部
がくぶ

に入学し、

演劇
えんげき

部「山脈
さんみゃく

」で演出をしながら、多数の公演をしました。1964年（昭和39）、映画「帝
てい

銀
ぎん

事件
じけん

・死刑囚
しけいしゅう

」

で監督
かんとく

デビューし、翌年には、映画「日本列島」が、日本映画協会
きょうかい

新人賞を受賞しました。2001年（平

成13）、松本サリン事件を題材
だいざい

にした衝撃
しょうげき

作
さく

映画
えいが

、「日本の黒い夏－冤罪
えんざい

－」を制作しました。 

 

「髙橋 節郎」（たかはし せつろう） 

穂高狐
きつね

島
じま

に生れました。1940年（昭和15）に東京美術
びじゅつ

学校（現東京
とうきょう

芸術
げいじゅつ

大学）研究科を修 了
しゅうりょう

し、

为に日展
にってん

・日本
にほん

現代
げんだい

工芸
こうげい

美術展
びじゅつてん

を舞台
ぶたい

に作品を発表し、文部
もんぶ

大臣
だいじん

賞
しょう

等様々
さまざま

な賞を受け、審査員
しんさいん

や理事
り じ

としても活躍
かつやく

しました。また、「漆
うるし

絵
え

版画
はんが

」と呼ばれる漆
しつ

芸
げい

を考え出しました。1982年（昭和57）には、

穂高町の名誉
めいよ

町民
ちょうみん

に推
お

され、2003年（平成15）には、北穂高の生家
せいか

の地に、安曇野髙橋節郎
たかはしせつろう

記念
きねん

美術館
びじゅつかん

が開館しました。 

 

「田淵 行男」（たぶち ゆきお） 

鳥取県黒坂村に生れました。1924年（大正13）、東京
とうきょう

高等
こうとう

師範
しはん

学校
がっこう

（現
げん

筑波
つくば

大学
だいがく

）博物科
はくぶつか

に入学し、

ギフチョウの研究を行いました。1945年（昭和20）に穂高牧
まき

に疎開
そかい

し、高山
こうざん

蝶
ちょう

の生態
せいたい

研究
けんきゅう

に入りまし

た。翌年の1946年（昭和21）6月には常
じょう

念
ねん

岳
だけ

乗越
のっこし

で、高山
こうざん

蝶
ちょう

タカネヒカゲの幼虫を発見し、以来、生

態の研究に没頭
ぼっとう

して、その解明
かいめい

に成功しました。また、山麓
さんろく

のアシナガバチ・ギフチョウ・ヒメギフチ

ョウの生態研究も始めました。1959年（昭和34）には、数百回に及ぶ北アルプスの踏査
とうさ

が実り、著書
ちょしょ

「高山
こうざん

蝶
ちょう

」を出版
しゅっぱん

しました。 

 

（2）安曇野市ゆかりの著名人物
ちょめいじんぶつ

 

「荻原 碌山」（おぎわら ろくざん） 

穂高矢原
やばら

に生れました。本名は荻原守衛
もりえ

といいました。1899年（明治32）に美術家を 志
こころざ

して上 京
じょうきょう

しました。1901年（明治34）、意を決してニューヨークへ渡米
とべい

し、洋画の研究を行いました。その後、二

度にわたって、フランスのパリのアカデミイ・ジュリアンに入学して、傑作
けっさく

「坑夫
こうふ

」等を制作しました。

ロダンの「考える人」と出合ったり、西洋・エジプトの古代美術の研究もしたりしました。新宿角
つの

筈
はず

町
ちょう

に

アトリエ「オブリビリオン」（忘却
ぼうきゃく

庵
あん

）を建てて住み、文展
ぶんてん

で「女」・「北条
ほうじょう

虎
とら

吉像
きちぞう

」等多数の作品が

入賞しました。 

 

 

 



「多田 加（嘉）助」（ただ かすけ） 

三郷中
なか

萱
がや

に生れる。襲名
しゅうめい

して加
か

（嘉
か

）助
すけ

と改
あらた

め、庄屋役
しょうややく

に就
つ

く。 

1684 年(貞
じょう

享
きょう

1)2 月、天和
てんわ

年間からの凶作
きょうさく

が続き、年貢
ねんぐ

の軽減
けいげん

を藩
はん

に陳状
ちんじょう

しました。陳状を受けた

藩の年寄役
としよりやく

は、よろしく取り計
はか

らうことを約束しましたが、家老
かろう

のたくらみにより、庄屋を免
めん

ぜられま

した。1686年（貞享3）、凶作
きょうさく

と疫病
えきびょう

が併発
へいはつ

し、餓死者
が し し ゃ

も発生したが、藩では却
かえ

って収納
しゅうのう

を過酷
かこく

にし

ました。加（嘉）助は、同志
どうし

と協議
きょうぎ

して、五か条からなる請願書
せいがんしょ

を作り、12名で奉行所
ぶぎょうしょ

に提出しました。

この時、民衆
みんしゅう

4,000人と共に、松本城下
じょうか

に参集
さんしゅう

し、訴状
そじょう

を受け容
い

れなければ江戸へ直訴
じきそ

の勢
いきお

いも示
しめ

し

ました。（貞享騒動：じょうきょうそうどう）家老
かろう

の名義
めいぎ

で願いが聞き入れられ、村へ引き上げましたが、

藩に欺
あざむ

かれ、为謀者
しゅぼうしゃ

として捕
と

らえられました。11月22日、为謀者加（嘉）助以下8人が磔刑
たっけい

（はりつ

け）に、家族等20人は獄門
ごくもん

の刑
けい

(打ち首)に処
しょ

せられました。 

 

「臥雲 辰致」（がうんたっち） 

堀金小田
こ だ

多井
た い

に生れ、幼名
ようめい

は栄
えい

弥
や

といいました。農家の副業
ふくぎょう

の足袋底
た び そ こ

の作成の手伝いを機に、紡績機
ぼうせきき

の発明に専念
せんねん

しました。1863年（文久3）に、安楽寺
あんらくじ

に入り7年間修業
しゅぎょう

後、安楽寺の末寺臥雲山孤
まつじがうんざんこ

峰院
ほういん

の住 職
じゅうしょく

となりましたが、廃仏
はいぶつ

毀釈
きしゃく

となり、還俗
げんぞく

して臥雲
がうん

辰致
たっち

と名乗
な の

りました。1871年（明治4）に、

外国綿業
めんぎょう

の進出に対抗
たいこう

するため、紡績機の発明が再燃
さいねん

しました。1873年（明治6）に、臥
が

雲式
うんしき

紡織機
ぼうしょくき

（ガ

ラ紡
ぼう

）を発明し、1877年（明治 10）には、わが国初の内国
ないこく

勧業
かんぎょう

博覧会
はくらんかい

で最高の鳳
ほう

紋
もん

賞牌
しょうはい

を受けまし

た。 

 

「小林 喜作」（こばやし きさく） 

穂高牧
まき

に生れました。17歳で猟
りょう

を始めたと言われています。猟のため北アルプス一帯を歩き回り、山

道に精通
せいつう

しました。当時、中房
なかぶさ

谷
だに

を起点
きてん

とした槍ヶ岳
やりがたけ

への縦
じゅう

走路
そうろ

は、4日も5日もかかっていました。

そこで、喜作は、自分が猟でよく知っている、大天井
おてんしょう

から分岐
ぶんき

して、赤岩
あかいわ

岳
だけ

・西岳
にしだけ

を経て水俣
みなまた

乗越
のっこし

に下

り、そこから東鎌
ひがしかま

尾根
お ね

を登って、たった1日で楽に行ける、いわゆる「喜作
きさく

新道
しんどう

」を開拓
かいたく

しました。息

子の一男と二人で開拓
かいたく

したこの道は、「アルプス銀座
ぎんざ

」と呼ばれ、多くの登山者に親しまれています。 

 

「ウォルター ウエストン」 

イギリスのダービー近郊
きんこう

に生れました。1888年（明治21）、宣教師
せんきょうし

として熊本に着任
ちゃくにん

しました。来日
らいにち

間もなく富士山や日本アルプスに興味
きょうみ

を持つようになり、日本アルプスをヨーロッパに紹介しました。 

1986年（昭和61）には、堀金須
す

砂
さ

渡
ど

にウエストン像が建立
こんりゅう

され、2年後に、来日100周年を記念して、

同地
どうち

にウエストン記念館が開館しました。 

 



「井口 喜源治」（いぐち きげんじ） 

穂高等々力
と ど ろ き

町
まち

に生れました。1876年（明治9）、東穂
ひがしほ

高矢原
たかやばら

の研
けん

成
せい

学校に入学し、同年輩
どうねんぱい

の相馬
そうま

愛蔵
あいぞう

と

親しく学びました。東穂高村
ひがしほたかむら

高等小学校に勤務
きんむ

し、内村鑑
かん

三
ぞう

の影響
えいきょう

による無教会
むきょうかい

キリスト教
きょう

为義
しゅぎ

の

人格
じんかく

为義
しゅぎ

教育によって、生徒を引っ張っていきました。また、相馬
そうま

愛蔵
あいぞう

・望月
もちづき

直
なお

弥
や

等と共に東穂
ひがしほ

高
たか

禁酒
きんしゅ

会
かい

を組織し、キリスト教の伝導
でんどう

等を行いました。1898年（明治31）11月には、相馬
そうま

安
やす

兵衛
べ い

・臼井
うすい

喜代
き よ

等

の有力者
ゆうりょくしゃ

の賛助
さんじょ

を得て、研
けん

成
せい

義塾
ぎじゅく

をたちあげました。 

 

「松沢 求策」（まつざわ きゅうさく） 

経歴
けいれき

穂
ほ

高
たか

等々力
と ど ろ き

町
まち

に生れました。憲法
けんぽう

の制定
せいてい

、議会
ぎかい

の開設
かいせつ

、地租
ち そ

の軽減
けいげん

、不平
ふびょう

等
どう

条約
じょうやく

改正
かいせい

の阻止
そ し

、

言論
げんろん

の自由や集会の自由
じゆう

の保障
ほしょう

などの要求
ようきゅう

を掲
かか

げた自由
じゆう

民権
みんけん

運動
うんどう

を展開
てんかい

しました。 

 

「臼井吉見」（うすい よしみ） 

堀金田尻
たじり

に生れました。東京
とうきょう

大学
だいがく

国
こく

文科
ぶんか

を卒業後、県内外の教 職
きょうしょく

を歴任
れきにん

し、親友古田
ふるた

晁
あきら

の興
おこ

した

筑摩
ちくま

書房
しょぼう

の経営を助けました。1946年（昭和 21）、筑摩書房「展望
てんぼう

」の初代
しょだい

編集
へんしゅう

長
ちょう

に就
しゅう

任
にん

し、多く

の作家や評論家
ひょうろんか

を世に出す一方、自らも近代文学を中心に、個性的
こせいてき

な文芸
ぶんげい

評論
ひょうろん

を発表しました。1973

年（昭和48）に、10年の歳月
さいげつ

をかけて完成した「安曇野」全5巻により、第10回谷崎
たにざき

潤一郎
じゅんいちろう

賞を受け、

「安曇野」の名を全国的に浸透
しんとう

させました。 

 

○交通 

（1）塩の道 

「塩の道」とは、海でとれた塩を運ぶ道のことです。人間の暮らしには塩が欠かせないのですが、海のな

い長野県には日本海や太平洋から塩が運ばれてきました。安曇野には、新潟県の糸魚川
いといがわ

という所から塩が

運ばれてきました。 

 塩の道は、昔の人の暮らしを支える大切な道だったのです。 

 

（2）川の道 

 昔は今の松本市と長野市の間には山々が連
つら

なり、行ったり来たりするには大変でした。まして、たくさ

んの荷物を運ぶのには広い道もないので大変な苦労でした。そこで目をつけたのが犀川を使って舟で荷物

を運ぶことでした。船だと一度に大量の荷物を運ぶことができるのです。 

 松本と信州新町
しんしゅうしんまち

の間は船で、信州新町と長野の間は馬などによって荷物を運んだということです。安

曇野市にも明科地域の木戸
き ど

には船着場
ふなつきば

があり、宿泊のための宿屋
やどや

もありました。 

（「わたしたちの安曇野」より） 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8D%E5%B9%B3%E7%AD%89%E6%9D%A1%E7%B4%84
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A8%80%E8%AB%96%E3%81%AE%E8%87%AA%E7%94%B1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%86%E4%BC%9A%E3%81%AE%E8%87%AA%E7%94%B1


○ 堰
せぎ

 

（1）拾ヶ堰（じっかせぎ） 

松本市下
しも

平瀬
ひらせ

で奈良
な ら

井川
いがわ

から揚水
ようすい

して、穂高の烏
からす

川
がわ

に合流するまでの距離
きょり

は 15 キロ。北アルプスの

雄姿
ゆうし

に向かってほぼ 570 メートルの同一
どういつ

等
とう

高
こう

線上
せんじょう

を流れています。拾ヶ堰
じっかせき

は、近世
きんせい

を通じて安曇野で

開削
かいさく

された矢原堰
やばらせぎ

、新田堰
しんでんせぎ

、勘
かん

左
ざ

衛門堰
えもんせぎ

等一連の「横堰
よこせぎ

」の集大成
しゅうたいせい

をなす堰
せぎ

です。 

この堰は吉野村
よしのむら

、成相
なりあい

町村
まちむら

、新田
しんでん

町村
まちむら

、上堀金村
かみほりがねむら

、下堀金村
しもほりがねむら

、矢原
やばら

村
むら

、柏原村
かしわばらむら

、保高
ほたか

村
むら

、保高
ほたか

町村
まちむら

、

等々力
と ど ろ き

町村
まちむら

の10ヶ村をうるおしたことから「拾ヶ堰
じっかせぎ

」と名付けられました。 

 

（2）五ヶ用水（ごかようすい） 

江戸時代の1832年、庄屋
しょうや

の牛越
うしこし

茂
も

左
ざ

衛門
えもん

らが中心となり、池田村の村々にも協力を求め開削
かいさく

した用水

路。明科地域押野
おしの

地区の内川から取水
しゅすい

し、小泉
こいずみ

地区で犀川に合流。幹線
かんせん

の総延長
そうえんちょう

は、約12キロメート

ル、灌漑
かんがい

面積は約100ヘクタール。押野
おしの

、塩川原
しおがわら

、荻原
おぎわら

、中村
なかむら

、小泉
こいずみ

の5地区の水田を潤
うるお

しています。 

 

○ 民俗
みんぞく

・信仰
しんこう

 

（1）福俵曳き（ふくだわらひき） 

 福俵曳きは豊科の成相
なりあい

、新田
しんでん

両地区に江戸時代から伝わる道祖神
どうそじん

の行事です。1月7日に建てる道祖神

御柱
おんばしら

に付けられる「だし」と称
しょう

する巨大な福
ふく

俵
だわら

を、1月15日（年によってはその前後）の御柱
おんばしら

倒
だお

し

のあと、外
はず

して町内を曳
ひ

きまわします。途中人間ピラミッドなどの演技
えんぎ

があり、最後に前年祝い事のあっ

た家へ持ち込まれます。飴
あめ

市
いち

の2日目に行われるので、その呼び物ともなっています。 

 

（2）道祖神（どうそじん） 

 本来は、村の境界
きょうかい

におかれて外部から侵入
しんにゅう

する邪
じゃ

霊
れい

、悪鬼
あっき

、疫
えき

神
じん

などをさえぎったり、はね返そう

とする民俗
みんぞく

神
しん

でした。陰陽
いんよう

石
せき

や丸石
まるいし

などの自然
しぜん

石
せき

をまつったものから、男女
だんじょ

二神
にしん

の結び合う姿を掘り込

んだ双体
そうたい

道祖神
どうそじん

まで、その表現方法は多様
たよう

です。双体道祖神は長野のほか、群馬や山梨にも分布
ぶんぷ

していま

す。 

 

（3）馬頭観音像（ばとうかんのんぞう） 

 物資
ぶっし

の国内流通
りゅうつう

が盛んになると、馬が移動や荷
に

運
はこ

びの手段
しゅだん

として用
もち

いられることが多くなりました。

これに伴
ともな

い馬が急死
きゅうし

した路端
ろたん

等に供養
くよう

のために建てられている場合が多く、動物
どうぶつ

供養塔
くようとう

としての意味合

いが強く残っています。 

 

（4）庚申塔（こうしんとう） 

 庚申講
こうしんこう

（庚申
こうしん

待
ま

ち）とは、人間の体内にいるという三
さん

虫
ちゅう

という虫が、寝ている間に天
てん

帝
てい

（道教
どうきょう

にお

ける最高
さいこう

神
しん

）にその人間の悪事
あくじ

を報告しに行くのを防ぐため、庚申
こうしん

の日に夜通
よどお

し眠らないで、天
てん

帝
てい

や



猿田彦
さるたひこ

や青面
しょうめん

金剛
こんごう

を祀
まつ

って宴会
えんかい

などをする風習
ふうしゅう

です。庚申塔は庚申講を3年18回続けた記念に建立
こんりゅう

されることが多いといわれています。 

 

（5）二十三夜塔（にじゅうさんやとう） 

18世紀の後半から昭和の初期
しょき

にかけて、日本の各地で「講
こう

」（同一の信仰
しんこう

をもつ人々の集まり）を組織
そしき

した人々が集まって、月を信仰
しんこう

の対象として精進
しょうじん

・勤行
きんこう

し、飲食
いんしょく

を共にしながら月の出を待つという、

月
つき

待
ま

ちの行事が行われました。その際供養
くよう

のしるしとして建てた石碑
せきひ

(月待塔
つきまちとう

)のひとつが、二十三夜塔
にじゅうさんやとう

と

いわれています。 

 

○ 特産物
とくさんぶつ

 

（1）りんご 

北アルプス山麓
さんろく

にある扇状地
せんじょうち

は、広大なりんご畑が広がっており、安曇野の気候
きこう

風土
ふうど

など自然条件も

整って、安曇野市のりんごは最高級の品質
ひんしつ

を誇
ほこ

ります。5月にはりんごの白い花が一面に咲きます。 

为な種類は9月初旬の『つがる』から始まり、『シナノスイート』・『シナノゴールド』・『秋
あき

映
ばえ

』、11月の『ふ

じ』となります。りんごの中に蜜
みつ

がたっぷり含まれたさわやかな甘さが特徴
とくちょう

です。旧三郷村時代には、

りんごを前面に押し出したイベントとして「三郷アップルマラソンIN安曇野」も開催されていました。 

 

（2）天蚕（てんさん） 

桑
くわ

の葉を与え、室内で飼
か

うカイコを家
か

蚕
さん

と呼ぶのに対して、屋外
おくがい

で飼育
しいく

する絹糸
けんし

昆虫
こんちゅう

を野
や

蚕
さん

と呼びま

す。天
てん

蚕
さん

はその野蚕の仲間です。 

天蚕の繭
まゆ

から採
と

れる天
てん

蚕糸
さんし

は、淡
たん

緑 色
りょくしょく

で、独特
どくとく

の光沢
こうたく

と優美
ゆうび

な風合
ふうあ

いを持ち、その希尐性
きしょうせい

から「繊維
せんい

のダイヤモンド」とも呼ばれており、その天蚕を織り込んだ紬
つむぎ

は有
あり

明紬
あけつむぎ

と呼ばれています。 

  

（3）凍り餅（こおりもち） 

 冬場の最も寒い時期に作って、春暖かくなってから食べる保存食
ほぞんしょく

です。 

お餅
もち

を長方形に切り分け、一つ一つ紙で包み、水に4日間位浸
ひた

します。なるべく寒い夜に水から上げ、春

まで軒下
のきした

に吊
つ

るして完成となります。 

 一年で最も寒くなる大寒
だいかん

の前後10日間が凍
こお

り餅
もち

作
づく

りの勝負です。食べ方は、お湯に浸
ひた

して柔
やわ

らかくし

たり、そのままかじったり・・・春の農作業の合間
あいま

にいただく「ふるさとの味」です。 

 

（4） 幻
まぼろし

の黒豆「信濃黒」（しなのぐろ） 

信濃
しなの

黒
ぐろ

は３０年ほど前に当時の長野県中信
ちゅうしん

農業
のうぎょう

試験場
しけんじょう

で開発されたオリジナルの黒豆
くろまめ

です。しかし、

まとまった生産量
せいさんりょう

がないまま、まさに幻の黒豆となっていました。 

安曇野の黒豆は丹波
たんば

黒
くろ

と比べると若干
じゃっかん

小粒
こつぶ

ですが、その栄養価
えいようか

は高く「アントシアニン」は同等
どうとう

以上と



いわれています。 

 この豆は、味噌
み そ

や醤油
しょうゆ

、さらには和菓子
わ が し

や洋菓子
よ う が し

にも使われています。 

 

○ 民話
みんわ

 

（1）重柳
しげやなぎ

のきつね 

むかし、南穂高の重柳
しげやなぎ

に、働き者の喜作
きさく

という百 姓
ひゃくしょう

がすんでいました。ある年の五月、田植えを一

人でやっていると、「もし、もし、おらにも田植えを、手伝わせてくんねえか。」 

 と、いう声がします。 

（はて、だれずらいな） 

 と、田植えの手をやすめてみますと、若くて美しい女の人が、田んぼのあぜに立っていました。 

「いま、声をかけたのは、おまえさんかね。おまえさんのような美しい人が、こんなどろの中へ、へえっ

て仕事をすると、それこそ、まっ黒になってとりかえしがつかなくなるじ。」と、いいますと、 

「そんなこと、かまわねえわい、おらは、田んぼの仕事がだいすきで。」 

と、いうなり、むすめは、きもののすそをあげて、田んぼへ入り、とてもしろうととは思えないくらい、

じょうずに、植えはじめました。 

 喜作は、きょう中には、とても終わらないと思っていたのに、みるまにすんでしまったので、とても喜

んで、「手つだってもらったおかげで、きょうの仕事は終わったわい。どうだね、なんにもねえが、おらの

家へいって、夕めしでもくっておくれや。」と、むすめを家へつれてかえりました。 

 喜作が、田植えのどうぐを、かたづけ、さて、夕めしの用いをしようと家にはいったとたん、びっくり

してしまいました。 

 今まで、ちらかっていた家の中は、きれいにかたづけられ、いろりには、赤々と火がもえています。 

（むすめは、どこへ行ったずら）、と、思ってさがしてみますと、井戸ばたで、喜作の汚れたきものの、せ

んたくをしていました。 

（なんと、手の早い、働き者のむすめだろう） 

 喜作は、すっかり感心してしまいました。 

 やがて、夕はんになり、二人は、おかゆをたべながら、せけん話をしたのですが、そのうち、むすめは、

はずかしそうにいいました。 

「おら、とらの、というものだか、道にまよってここまできちまったわい。親もきょうだいもいねえ一人

もんだで、もしかして、おらが気に入ったらこの家へおいてくれねえかい。」 

 喜作は、このむすめが気に入っていましたので、 

「おらも、みてのとおり、ひとりものだわい。おらほうこそ、おまえさんにいてむらったら、どんなにた

すかることか・・・ぜひ、この家にいておくれやめ」 と、いいました。 

 それから、二人は、なかよく働き、なん年かすぎました。 

 やがて、じょうぶな男の子が生まれ、親子三人はまえよりもしあわせにくらしました。 



 ある日のこと、喜作が田んぼの仕事をおえて家へかえってきますと、とらのは、あかんぼうにおちちを

くれていました。が、きもののすそから、キツネのしっぽが出ているのを見て、喜作はたいへんおどろき

ました。 

「おまえ、そのしっぽは、どうしただや。」 

「えっ、しっぽが・・・・」 

 と、いったまま、とらのは、まっさおになりました。 

「おまえさん、きょうまでだましていて、わりかったいね。おら、じつは、このあたりに住むキツネだわ

い。一度でいい、人間のくらしがしてえと思い、おまえさんところへきたが、へえ、おらの、ほんとうの

すがたをみられちまったで、ここで、くらすわけにもいかねえわね。どうか、この子を、しっかり育てて

おくれや。」 

 と、いったかと思うと、けむりのようにきえてしまいました。 

 それからというもの喜作は、この赤んぼうを、とても苦労してそだてました。が、この子は大きくなる

にしたがい、用
よう

水路
すいろ

をほるなどのしごとを、いくつもしたと、いいつたえられています。 

                               （信濃教育会出版 平林治康著より） 

 

（2）八面大王 

桓
かん

武
む

天皇
てんのう

の昔、有明山
ありあけざん

に魏
ぎ

石
し

鬼
き

八面
はちめん

大王
だいおう

と名のる鬼が住んでいた。大王はどこへでも飛んでいって

人々をさらい、財産
ざいさん

を盗
ぬす

み取っていた。 

さて、有明
ありあけ

は古厩
ふるまや

村の矢村
やむら

に、幼い頃に父親を八面大王にさらわれた弥助
やすけ

という男が、母親と二人で暮

らしていた。ある年の暮れ、弥助が正月の買い物をしに、山を下っていくと、近くの林で激
はげ

しい鳥の羽音
はおと

が聞こえた。見ると、一人の男がわなにかかった山鳥
やまどり

を今にも絞
し

め殺そうとするところである。弥助は、

男に正月用の金を渡し、山鳥を離してやった。そんなわけで、年取りは貧しいものとなったがその夜、誰

やら戸口をたたく音がする。開けると一人の娘が立っていた。 

「私は池田へまいりたいと来た者ですが、道に迷って困っています。どうか一晩泊めていただけないで

しょうか。」 

二人は娘を家に入れ、にぎやかな年取りを過ごした。吹雪
ふぶき

が続き、娘は弥助の家に滞在
たいざい

を続けたが、や

がて春を待たずに二人は結ばれた。 

雪解けを待っていたかのように再び八面大王が暴
あば

れだした。この 噂
うわさ

は 都
みやこ

にも伝わり、将軍
しょうぐん

の

坂上田村麻呂
さかのうえのたむらまろ

が奥州
おうしゅう

の蝦夷
え ぞ

を征伐
せいばつ

する途中で八面大王を征伐することとなった。田村麻呂は八面大王に

攻
せ

めかかったが、抵抗
ていこう

にあい多くの軍勢
ぐんぜい

を失う結果となった。手こずった田村麻呂は近くの満願寺
まんがんじ

に願
がん

を

かけた。すると観音
かんのん

様が現れ、「甲子
きのえね

の年、子
ね

の日、子
ね

の刻
こく

に生まれた男子に、三十三ふしある山鳥の尾

を使い矢を作らせ、それで射
い

たら大王を倒せる」とのことだった。将軍は村々に布令
ふ れ

を出し、その男子を

探したところ、それは古厩
ふるまや

村に住む弥助に違いないとのことであった。弥助は父親の敵
かたき

を討てる機会と

引き受けたが、三十三ふしもある山鳥など見たことも聞いたこともない。すると女房
にょうぼう

が 



「私にお任せください。実家に行けばあるかもしれません。」 

と言う。弥助は喜んで女房を実家にやると、次の朝確かに三十三ふしある山鳥の尾を持って帰ってきた。

弥助はそれで矢を作り将軍に献上
けんじょう

すると、将軍はいたく喜んで弥助にたくさんのほうびを与
あた

えた。しか

し、喜んで家に帰ると女房が 

「私は前に助けていただいた山鳥です。あの山鳥の尾は私ども一族の 魂
たましい

がこもったものです。これで

ご恩返
おんがえ

しができました。山へ帰らせていただきます。」 

と言い出すと、山へ飛び立っていってしまった。 

その後、将軍
しょうぐん

は弥助の矢を使って八面大王を亡ぼした。弥助親子は来る日も来る日も山鳥が帰ってくる

日を待ち暮らしたという。 

また、田村麻呂は二度と八面大王が 甦
よみがえ

らないように、身体をばらばらにし各地に埋
う

めた。頭を現在の

松本市筑摩
つかま

神社の首
くび

塚
づか

、耳を穂高有明の耳
みみ

塚
づか

、足を同じく穂高有明の立
たて

足
あし

、そして胴体
どうたい

を北穂高の狐
きつね

島
じま

と大王わさび農場がある御法
ごほう

田
でん

に埋めたと言われている。 

 

（3）室山
むろやま

のデーラボッチャ 

 大昔、日本ができたとき「デーラボッチャ」という巨人
きょじん

がいて、高い山をけずって谷をうめたり、土地

の高い所と低い所をならして平地にしたりする仕事をしていた。このデーラボッチャが残した足跡
あしあと

とか、

土を運搬
うんぱん

したとき、もっこからこぼれた土で山ができたとか、使った藤づる、火打
ひうち

石
いし

などたくさんの伝説
でんせつ

が残されているが、室山もデーラボッチャが運んだ土でできた山だといわれている。 

 昔、デーラボッチャが、東山の方が西山より低いので、東山の神様に頼まれて、西山の神様が目を覚ま

さないうちに、西山の土をもっこに入れて東山へ運んだ。しかし、もう一もっこというところで 鶏
にわとり

に鳴

かれて夜が開けた。あわてたデーラボッチャは、その一もっこを落としてしまった。その土でできたのが

室山
むろやま

と言われている。 

 

（4）常念坊物語（じょうねんぼうものがたり） 

 ある日のこと、有明山の方から真っ白な火の玉が飛んできて乗
のり

鞍
くら

岳
だけ

の中腹
ちゅうふく

に消えた。「ありゃー八面

大王の一の子分
こふん

の常
じょう

念坊
ねんぼう

という鬼が飛行
ひこう

の術でまゆみ岳
だけ

へ飛んできたらしいぞ」誰もがそう心配しまし

た。やがて年の暮れになり、村の市は大勢の人々で賑
にぎ

わいをみせていました。日が暮れて酒屋
さかや

も店じまい

の準備をしておりますと 

「酒、五升
ごしょう

おくれ」 

見ると髪の毛を背中までたらし、ぼろぼろの衣
ころも

を着て、杖
つえ

を突いた年寄りの坊
ぼう

さんが五合
ごごう

徳利
とっくり

を差し出

して立っていおります。酒屋の为人
しゅじん

は 

「ご冗談
じょうだん

をおっしゃっちゃ困ります。五升なんて入りません」 

と言うと、その坊さんは 



「文句
もんく

を言わずに五升入れてくれ」 

と怒鳴
ど な

りました。为人は仕方
しかた

なく酒を注
そそ

ぎ始めましたが、不思議なことに五升の酒がこの徳利
とっくり

にすっかり

入ってしまいました。 

「どうだ、わしの言ったとおりだろうが」 

そう言って坊さんはカラカラ笑うと闇
やみ

の中に消えていきました。 

 このように、村の市がたつと決まって坊さんが現
あらわ

れて酒を買って行くので、山の化け物か鬼だろうと

人々は噂
うわさ

しあいました。ある年の暮れのこと、どうにもがまんできなくなった酒屋の二人の若い衆
しゅう

が、

山へ向かう坊さんの後ろをつけてみました。年寄りとも思えないすごい速さで歩いていく坊さんを見失う

まいと若い衆は走り続けました。しかし、まゆみ沢へ入っていった。坊さんの姿は岩山
いわやま

の中へ吸
す

い込まれ

るように消えていきました。若い衆は坊さんの消えた辺りを見つめていましたが、気を取り直して帰って

きました。酒屋の若い衆からこの話を聞いた村人たちは、 

「八面大王が討
う

たれた時に、まゆみ岳に飛んで来た常
じょう

念坊
ねんぼう

に違いねえ」 

と口々に噂しました。また恐れて、日暮れ時には子どもにまで、 

「常念坊が出てくるで、早く家に入れよ」 

と言っていました。しかし、常念坊の身なりの恐ろしさは人々の心に残りましたが、その他には何も悪い

ことはしませんでした。しばらくして、村人たちは常念坊の住みついているまゆみ岳のことを常
じょう

念
ねん

岳
だけ

と

呼ぶようになりました。こうして村人の呼び方が変わってからは、暮れの市には常念坊は姿を見せなくな

りました。しかし、常念岳のその勇壮
ゆうそう

な姿とともに常念坊の姿も雪形
ゆきがた

として村人の心の中に今も生き続け

ています。 

（平林治康『常念坊物語』より） 

 

（5）泉小太郎（いずみこたろう） 

 大昔、松本平
だいら

は一面の湖だった。この湖に住んでいた白
はく

龍
りゅう

と犀
さい

龍
りゅう

は、その子を八
はち

峯
ぶ

瀬山
せやま

（鉢伏山
はちぶせやま

）

に生んだ。その子は日光
にっこう

泉
いずみ

小太郎
こ た ろ う

と名づけられ、牛伏
ごふく

寺
じ

中山のあたり、また城山
じょうやま

の放光寺
ほうこうじ

あたりにも

住み育ったと言われている。 

その後、母の犀龍は、自分が龍であることを小太郎に見せることができず、湖底
こてい

にいたが、小太郎はつ

いに尾
お

入沢
いりさわ

（島内
しまうち

平瀬
ひらせ

と田沢
たざわ

の境
さかい

）で、母犀龍に会うことができた。 

 そこで、母犀龍は小太郎に言った。 

「私は諏訪
す わ

大明神
だいみょうじん

が身を変えたものです。お前は、この私の背に乗り、この湖の壁
かべ

を破
やぶ

り、ここを人の

住める里にしなさい」 

小太郎は、母に言われるまま尾
お

入沢
いりさわ

（犀乗沢
さいのりざわ

）から犀龍に乗り、山
さん

清寺
せいじ

（山
さん

清
せい

路
じ

）や水内
みのち

の岸壁
がんぺき

を突き

破
やぶ

り、千曲
ちくま

川
がわ

の川筊
かわすじ

から越後
えちご

の大海
たいかい

まで湖の水を流し、この地に平らをつくった。 


